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議
　
会
　
だ
　
よ
　
り

）
　
違
買
村
議
会
第
一
回
定
例
会
が
一
月
一
主
七
日
招
集
高

～
さ
れ
：
八
日
間
の
会
期
で
次
の
譲
葉
が
鵠
諸
き
れ
ま
し
一

）た。　　　　　　　　　　　　　　　　　－

がんお報村

上
程
議
案

l
遮
欝
喜
連
鱈
町
と
す
る
こ
と
に
つ

、工へ

可
　
決

2
棚
聖
千
八
年
度
遼
飯
村
蔵
人
歳
出

追
加
史
蔓
予
算

可
　
決

3
頓
和
三
十
八
年
麗
特
別
会
計
通
辞
衛

国
民
側
巌
保
険
蔵
人
怒
蓮
如
更
正

予
舞

可
　
決

4
鞘
和
三
十
八
年
度
特
別
会
計
遠
賀
村

簡
易
水
道
般
入
施
私
通
加
更
正

可
　
決

5
遮
鉦
村
一
般
職
域
鼠
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

可
　
決

6
遼
筏
村
議
会
の
減
員
の
唖
醐
及
び
毀

鼎
弁
償
な
ど
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

否
　
決

7
逆
蕪
村
特
別
職
の
臓
凸
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
批
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

可
　
決

8
福
岡
県
旧
町
村
職
鼠
恩
給
組
合
資
産

管
理
組
合
規
約
の
一
郭
を
改
正
す
る

規
約
の
測
定
に
つ
い
て

可
　
決

9
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（処分事項）

述
液
相
国
民
鰻
康
佳
鮫
条
例
の
一
秘

を
改
正
す
る
条
例
及
び
連
発
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
施
行
に
つ
い
て

▲

可
　
決

1
0
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（処分事項）

昭
和
三
十
八
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で

の
長
雨
に
よ
る
驚
農
業
者
に
対
す

る
経
営
資
金
の
融
通
に
係
る
利
子
縞

給
費
の
義
務
負
担
等
に
つ
い
て

可
∴
決

調
速
質
札
退
職
手
当
女
給
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

継
続
語
義

町
制
施
行
に
つ
い
て

本
村
は
、
醐
和
国
隼
四
月
古
、
旧

浅
木
・
出
門
の
両
村
が
合
併
し
て
遠
鉦

村
と
な
り
、
本
年
は
丁
接
遇
一
千
五
周

年
に
当
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間

に
於
げ
ろ
産
業
、
経
済
、
文
化
、
変
通

等
の
変
遷
L
尭
九
州
市
周
辺
態
村
と
し

て
の
都
市
化
の
現
象
に
伴
い
、
従
来
の

塵
村
と
し
て
の
形
態
容
相
を
潔
次
異
に

す
る
に
至
り
、
住
民
諸
士
の
町
獅
施
行

に
対
す
る
窯
業
蕎
ま
り
、
こ
こ
に
遠

㌍
今
後
の
躍
進
喜
関
る
た
め
に
違
缶
村

発
足
三
十
五
周
年
奮
蒸
し
て
来
る
四

月
一
日
姦
し
で
町
制
毒
施
行
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は

本
村
の
過
去
を
回
顧
し
、
現
況
を
見
ま

す
時
に
、
幾
多
袋
義
士
の
本
村
自
治

行
政
の
発
展
に
賛
歌
せ
ら
れ
た
足
跡
素

偲
び
、
町
制
施
行
に
あ
た
り
地
域
の
発

展
と
住
民
の
福
祉
掘
進
に
つ
と
め
名
実

共
に
遠
賀
町
に
ふ
さ
わ
し
い
発
展
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
三
十
九
年
廃
村
・

県
民
税
申
告
書
の
提
出

に
つ
い
て

寿
の
申
告
書
及
び
蓄
き
方
の
説
明
蛭

を
各
世
帯
（
給
与
所
得
と
み
な
さ
れ
る

所
雑
著
の
捲
峯
除
く
）
に
送
付
し
ま

す
の
で
説
明
醤
及
び
次
の
専
攻
に
摺
恵

の
土
突
朔
な
く
提
出
下
さ
い
。

な
お
、
左
記
⑧
、
③
の
申
室
議
の

あ
る
人
で
鬼
畜
の
送
付
素
又
け
て
な

い
人
は
役
場
税
務
係
に
請
求
の
上
必
ら

ず
投
出
願
い
ま
す
。

①
提
出
期
限
及
び
提
出
場
所

三
月
二
十
一
日
（
土
）
ま
で

区
長
又
は
役
甥
税
務
係

②
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

航
和
三
上
九
年
一
月
一
日
現
存
、
当

村
に
住
民
叢
録
等
の
有
無
を
問
わ
ず
、

住
所
（
生
活
の
本
拠
）
が
あ
り
、
昭
和

三
十
八
年
中
の
所
得
金
額
が
九
万
円
以

上
あ
る
人
（
沃
地
③
に
該
当
し
な
い
人

を
除
く
）
は
豊
若
し
な
け
れ
ば
な
り

ません。

④
給
与
所
得
者
で
申
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

給
与
所
得
署
は
通
常
の
域
合
、
申
告

す
る
必
嬰
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ

う
な
特
別
の
人
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

㈲
給
与
所
得
の
ほ
か
に
地
代
∴
乗

艇
、
配
当
、
廉
稿
料
、
農
薬
、
営
業
、

恩
給
、
退
職
所
得
な
と
の
給
与
以
外
の

所
得
が
あ
る
人
。
（
注
）
所
得
税
の
確

定
は
申
告
、
こ
れ
ら
の
給
与
以
外
の
所

得
が
五
万
円
以
下
で
あ
れ
は
申
告
の
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
・
県
民
税
の

出
窓
に
つ
い
て
は
、
五
万
円
以
下
で
も

萌
葱
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

何
本
革
一
生
出
現
龍
、
給
与
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
人
で
、
肋
務
先
よ

り
役
境
に
給
与
支
払
械
告
塵
の
鎚
田
の

な
い
人
（
咽
頭
二
十
八
年
度
村
・
県
民

税
を
給
与
か
ら
長
引
さ
れ
た
こ
と
の
な

い
ぺ
若
し
く
は
、
碧
芙
引
さ
れ
て

な
い
人
は
勤
務
先
よ
り
整
あ
な
い
壊

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
給
雪
女
払
報
告

恥
の
報
告
の
有
無
に
つ
い
て
勤
務
先
の

給
与
担
当
者
に
お
尋
ね
下
き
い
）

の
昭
和
三
上
八
年
中
に
煙
醸
し
た
人

で
、
前
職
で
給
与
所
得
の
あ
る
人
。

日
航
和
三
十
八
年
中
に
給
与
所
得
の

あ
る
人
で
、
航
和
三
十
八
年
中
に
退
職

し
た
人
。

㈹
維
拡
控
除
や
匿
媒
質
控
除
看
姜
け

よ
っ
と
す
る
人
。

④
も
し
申
告
を
し
な
か
っ
だ

と
きい

函
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
申
告
華
を
提
出
し
な
か
っ
た
と
き
。

㈲
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
尊
烹
蔓
泣

出
し
た
と
き
。

0
時
各
種
に
必
要
な
電
磁
及
び
必
嬰

語
類
の
添
付
が
な
い
と
き
。

以
上
の
と
き
は
、
扶
養
錬
除
な
ど
の

所
狽
橿
除
や
盛
暑
な
ど
の
税
額
控
除

表
し
な
い
で
税
金
末
計
算
す
る
こ
と
に

な
り
余
分
の
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
ら
護
憲
†
さ
い
。

⑤
申
告
書
及
び
説
明
聾
の
還

付
に
つ
い
て

申
告
藤
は
、
世
帯
別
に
取
り
ま
と
め

て
申
告
該
当
者
に
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
送
付
看
愛
け
た
人
が
単
な
る
所
得

の
名
優
大
釜
C
あ
る
場
合
は
間
違
い
で

す
か
ら
実
際
の
所
得
者
名
で
国
営
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
函
薯
論
の
書
き
方
の
説
明
書

は
一
握
周
一
郎
し
か
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
周
一
世
帯
内
の
璃
告
該
当
者
共
同

で
お
読
み
下
さ
い
。

④
申
告
書
の
送
付
を
受
け
て

申
告
義
務
の
な
い
人

の
そ
の
津
田
斉
異
体
的
に
記
載
の
上

税
務
係
に
お
返
し
下
さ
い
。

㊤
同
軸
二
十
九
年
一
月
一
蹟
現
在
、

転
出
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
関
係

者
に
お
い
て
お
知
ら
せ
下
き
い
。

（
次
攻
へ
続
く
）
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⑦
わ
か
ら
な
い
こ
と
班
あ
る

と
き
は

申
告
藩
の
詣
き
方
な
ど
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
と
き
が
あ
る
と
き
は
、
送
付

申
告
沖
に
住
所
、
氏
名
、
扶
養
親
族
、

穣
輩
従
者
及
び
生
命
保
険
料
等
の
欄

は
記
入
し
、
必
要
垂
類
等
を
持
参
の
上
、

税
務
担
当
者
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

昭
和
鱒
年
分
所
得
説
確

定
申
告
に
つ
い
て

本
年
も
い
よ
い
よ
確
定
郎
告
を
し
て

い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
態

方
に
は
、
す
で
に
御
自
分
の
所
衛
金
額

は
算
定
し
て
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
申
告
密
の
紀
蛾
の
方
法
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
は
申
告
藩
の
様
式
も
変

っ
て
何
か
と
お
わ
か
り
に
く
い
点
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
次
の
点
に
特
に

御
注
意
さ
れ
る
キ
っ
お
願
い
い
た
し
ま

す。「
申
告
蛙
の
「
控
用
」
は
「
提
出
用
」

と
し
で
代
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
「
挫
成
層
」
に
超
擬
し
て
下

さい。

二
、
申
告
密
の
下
郎
の
ミ
シ
ン
綬
以
下

の
務
分
は
申
告
峰
の
受
付
書
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
つ
叫
り
取
ら
な
い
で
下

さい。

三
、
納
税
相
談
の
日
鴨
、
場
所
に
つ
い

て
は
後
記
（
所
得
税
の
雛
定
印
告
及

び
驚
議
の
面
色
に
つ
い
て
）
の
と

お
り
で
す
が
、
全
域
が
大
変
混
雑
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
菌
富
該
の
住

所
、
氏
名
．
職
業
、
鐙
話
番
ケ
欄
は

も
ち
ろ
ん
語
の
2
の
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
制
の
氏
名
、
続
柄
、

生
年
月
日
は
記
離
し
て
お
い
て
下
さ

四
、
納
税
に
つ
い
て
も
3
期
分
に
は
、

有
利
な
延
納
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
同
会
域
の
徴
収
課
負
え
相
談
し

て
下
い
さ
。

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び

事
業
税
の
申
告
に
つ
い
て

一
、
日
告
期
限

所
得
税
の
確
定
申
告

三
月
十
六
日
（
月
）
ま
で

事
業
税
の
申
告

三
月
二
十
一
日
　
（
土
）
ま
で

こ
、
受
付
日
時

左
記
に
よ
り
、
本
村
役
場
で
若
松
税

務
繋
、
正
方
財
務
専
務
所
係
官
来
庁
の

上
所
得
税
の
確
定
申
告
、
事
業
税
申
告

及
び
個
人
の
村
・
県
民
税
申
告
の
ー
英
固

受
付
を
行
な
い
ま
す
。

口
調

①
浅
憩
時
間

平
日
は
、
午
前
上
略
よ
り
午
後
関
崎

ま
で
受
付
け
、
土
曜
邸
は
午
前
中
の

み。
②
所
得
税
の
櫛
建
申
告
又
は
事
業
税

申
告
の
た
め
来
庁
さ
れ
る
際
は
村
・
県

民
税
の
盟
昂
も
お
忘
れ
な
く
持
参
の

上
申
告
願
い
ま
す
。

⑧
三
月
十
五
轍
は
日
曜
日
で
す
が
、

午
前
中
の
み
所
紬
税
の
確
定
時
密
着
北

九
州
市
議
霞
体
育
館
（
若
松
区
外
町

一
丁
呂
区
役
所
櫨
）
で
受
付
け
ま
す
。

ー
ー
『
確
定
窟
富
豪
し
な
障
れ

ば
被
ら
な
い
人

①
鵡
和
三
十
群
小
の
所
得
金
紙
（

利
子
所
得
喜
除
く
）
が
二
〇
七
、
五

〇
〇
円
＋
配
偶
者
控
除
額
＋
挨
譲
撞
除

額
」
よ
り
多
い
人
は
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

②
給
与
所
得
者
は
的
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別
の
人
は
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
由
魯
誹
の

送
付
を
受
け
て
な
い
人
で
申
告
の
必
要

あ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
超
定
申
告
受

付
け
の
ロ
に
来
庁
の
十
お
た
ず
ね
下
さ

⑤
退
職
所
得
に
つ
い
て
も
⑧
と
同
様

です。
四
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税

金
の
戻
る
人

①
憩
三
馬
等
の
撃
や
籍

料
な
ど
の
収
入
が
少
な
く
て
そ
の
ほ
か

の
所
得
も
多
く
な
い
人
。

⑧
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
人

で
雑
整
除
、
暖
揃
蔽
控
除
又
は
詐
附

禽
除
憂
警
こ
と
が
で
浸
入
。

⑧
絵
ヰ
所
得
者
で
昭
和
三
未
年
の

中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か

っ
た
た
め
、
年
末
捌
整
斉
受
け
な
か
っ

た人。④
予
定
納
税
委
し
て
い
る
人
で
申
告

納
税
額
が
予
定
納
税
額
よ
り
少
な
く
な

る人。

口
麗
醇
盲
謹
蛋
旦
鋼
塑

百

一

千

L

＝

（

木

）

係

　

〇

一

　

一

〇

l

八

只

色

翔

。

…

　

　

∩

一

一
十
昔
（
土
）
で
二
　
一
。

所
得
税
の
膏
色
申
告

決
算
書
は
所
定
の
朔
日

ま
で
御
提
出
下
さ
い

毎
月
6
の
出
（
休
日
に
あ
た

る
と
き
は
そ
の
浸
出
）
は
「
税

の
相
談
且
で
す
。
税
の
こ
と

な
ら
暖
冬
C
、
何
で
も
気
棒
に

相
談
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
ど
し
ど
し
刹
潤
し

て
下
さ
い
。

廿
惜
卓
立
「
車
「
上
」
上
に
謝

I

 

H

（

火

）

野

。

一

。

一

∩

一

ク

∴

∴

∴

即

日
「
昇
華
斗
－
ユ
i
J
「
1
1
事

F
L
i
－
上
席
離
壊

L
i
L
」
に
醗
酵

財
産
の
贈
与
に
こ
注
意

財
産
季
た
だ
で
他
人
に
や
れ
ば
贈

与
税
が
か
か
り
ま
す
。
売
買
の
形
式
を

と
っ
て
も
実
質
的
に
贈
与
と
認
め
ろ
れ

て
同
様
贈
与
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
榛
式
や
不
動
腰
な
ど
妻
や
子
供

の
名
優
に
変
え
る
人
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
思
わ
ぬ
税
金
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
注
思
し
て
下
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
と
細
説
は
2
月
中
に

済
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
詳
し
い
こ
と
は
税
務
藷
に
お
母
ね

下さい。
社
会
保
険
で

く
ら
し
の
保
障

桜
の
花
が
開
く
と
と
も
に
学
窓
を
粟

立
つ
人
び
と
は
、
新
し
い
人
生
の
抱
負

と
一
本
立
ち
に
対
す
る
一
雑
の
不
安

に
、
賄
え
と
き
め
か
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
、
な
が
い
人
坐

行
路
の
な
か
で
は
、
い
つ
海
気
や
け
が

を
す
る
か
わ
か
ち
ず
、
ま
た
不
幸
が
訪

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
は
、
い
ま
ま
で
の
よ
っ
に
、
親

に
す
が
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
っ
な
不
時
の
災

難
に
備
え
、
「
く
ち
し
の
縁
」
を
し

よ
う
と
す
る
の
か
社
会
保
険
で
、
は
い

る
資
椿
と
給
付
の
漑
婁
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。ク
鮮
麗
績
〟
五
人
以
上
の
従
業
瞳

の
い
る
会
社
に
つ
と
め
て
い
る
人
。
給

付
の
種
類
は
、
保
険
で
抵
者
に
か
か
れ

る
こ
と
、
病
気
や
損
産
の
と
き
の
手
当

金
、
分
娩
竣

◆
厚
坐
年
金
保
険
〇
五
人
以
上
の
従
葉

風
の
い
る
会
社
に
つ
と
め
て
い
る
人
。

不
具
に
な
っ
た
と
き
、
と
し
を
と
っ
た

と
き
、
な
く
な
っ
た
と
き
年
金
を
受
給

ヶ
出
座
労
働
老
雄
廉
保
険
．
日
々
一
現
わ

れ
る
人
。
給
付
の
種
類
は
、
鍵
保
に
同

じ。
ク
船
員
緩
．
五
ゾ
以
上
の
幾
組
二
一

十
；
以
上
の
減
船
の
薬
組
員
。
給
付
の

椰
類
は
、
仕
班
上
の
事
故
も
ふ
く
め
て

、
健
保
、
厚
生
年
金
の
給
付
の
ほ
か
、

失
業
し
た
と
き
の
保
擬
金
　
高
昆
年

余
二
千
才
以
上
で
つ
と
め
て
い
な
い

人
。
給
付
の
種
類
は
、
原
坐
年
金
保
険

に
胸
じ
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
民
年
金
去
除

い
て
は
、
そ
の
就
職
し
た
金
紋
（
寝
業

所
）
が
、
加
入
手
続
き
禾
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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も
ぐ
り
職
業

あ
っ
せ
ん
人
に
ご
注
意

求
人
表
す
る
に
は
、
公
共
職
業
安
定

所
春
利
用
す
る
方
法
、
安
定
所
へ
届
け

出
委
し
、
薬
葉
砥
て
か
ら
募
集
広
告

を
行
な
う
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

悪
質
な
繋
主
は
、
は
じ
め
か
ら
こ
れ

ら
の
方
法
を
と
ら
ず
、
あ
っ
せ
ん
人
と

か
、
募
集
人
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
に
よ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
も
ぐ
り
紹
介
」
　
「

も
ぐ
り
募
集
」
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た

り
、
募
集
に
応
じ
た
求
職
者
は
大
な
り

小
な
り
被
寓
看
つ
け
、
な
か
に
は
人
身

売
買
の
対
象
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
人
は
、
人
を
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
多
く
の
あ
っ
セ
ム
料
を
と

り
、
と
き
に
は
飯
食
の
ピ
ン
は
ね
宕

行
な
っ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昭
塾
一
千

四
年
十
一
月
か
二
三
一
十
五
年
八
月
に
か

け
て
；
さ
、
り
あ
っ
せ
ん
人
四
人
が
九

州
地
方
の
女
子
約
六
十
人
を
、
熱
海
、

伊
東
方
面
の
芸
妓
置
屋
に
あ
っ
せ
ん

し
、
あ
っ
せ
ん
し
た
女
子
一
人
に
つ

き
、
五
千
円
か
圭
一
万
円
の
謝
礼
李
っ

け
と
り
、
さ
ら
に
芸
妓
端
境
は
こ
れ
ら

の
女
子
に
売
番
表
強
襲
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
っ
な
実
例
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
甘
言
に
つ
ら

れ
な
い
よ
う
注
志
し
ま
し
ょ
う
。

な
た
ね
の
管
理

こ
と
し
の
ナ
タ
ネ
は
、
い
ま
ま
で
の

と
こ
ろ
、
ま
ず
、
順
調
に
育
っ
て
い
ま

す
。
む
か
し
は
、
よ
く
刈
り
取
り
駒
に

あ
ぜ
道
か
ら
ナ
タ
ネ
閲
の
う
え
に
マ
リ

素
扱
げ
込
ん
で
、
そ
れ
が
下
に
落
ち
る

か
、
ま
た
は
、
枝
に
か
か
っ
て
と
ま
る

て
い
少
を
み
て
収
宴
宰
測
し
た
も
の

で
す
．
す
な
わ
ち
マ
ル
が
上
の
方
で
と

ま
っ
た
ほ
ど
収
騒
が
多
い
と
み
た
わ
け

で
す
。
実
際
に
収
量
喜
多
く
す
る
た
め

に
は
、
単
位
面
積
あ
た
り
、
稔
実
爽
数

を
多
く
す
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
や
は
り
枝
を
多
く
討
て
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
き
栽
培
よ
り
も
櫛
え
付

け
本
数
が
は
る
か
に
少
な
い
移
舶
栽
培

で
は
、
枝
の
数
の
多
少
は
亜
接
収
接
に

ひ
び
い
て
き
ま
す
。
だ
い
た
い
ナ
タ
ネ

の
主
義
牙
が
閤
十
か
ち
閥
十
五
本
く

ら
い
あ
り
ま
す
が
：
ふ
つ
う
は
枝
に
ま

で
蔚
つ
の
は
二
十
五
本
以
下
ぐ
ち
い
で

す
。
謡
の
生
育
が
態
か
っ
た
り
、
面
ま

き
は
栽
培
で
凝
都
適
期
を
過
ぎ
て
晩
ま

き
に
誓
た
場
合
、
ま
た
謹
環
が
適
切

で
な
い
な
ど
の
原
因
で
、
種
付
け
癖
度

が
小
さ
い
移
椰
栽
培
で
皇
子
七
本
く

ら
い
し
か
枝
が
出
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
冬
の
あ
い
だ
の
寒
害
や
、
肥
切

れ
、
あ
る
い
は
縄
害
は
堕
牙
の
強
請
を

と
め
て
、
枝
の
数
を
少
な
く
し
ま
す
か

ら
、
一
月
か
ら
二
月
は
じ
め
ご
ろ
に
か

け
て
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
斉
考
え
た
欝

理
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
佳
宙
の

悪
い
移
概
ナ
タ
ネ
や
、
元
服
を
や
っ
た

だ
け
の
暗
室
の
ナ
タ
ネ
で
は
追
肥
を

急
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
時
期
の

追
肥
は
補
助
的
な
を
の
で
、
蓉
さ
き
の

ト
ウ
立
ち
ま
で
に
坐
高
の
遅
れ
宕
と
り

も
ど
し
、
猿
害
な
ど
の
駆
薯
を
防
く
の

か
目
的
で
す
。
ま
た
寒
い
時
期
は
雨
が

降
る
と
、
土
じ
ょ
う
の
駈
さ
が
悪
く
、

湿
管
を
受
け
や
す
い
の
で
、
圃
場
の
排

水
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
恵
を
用
い
、
と
く

に
水
圏
の
平
あ
ぜ
寵
ま
き
で
は
漸
次
、

南
あ
ぜ
の
形
に
仕
上
げ
る
方
が
安
全
で

す
。
糞
や
墓
に
ア
ン
ト
チ
ア
ン
色
素
が

で
て
、
赤
変
が
ひ
ど
い
ナ
タ
末
は
す
で

に
、
肥
料
き
れ
、
寒
管
、
猟
官
な
ど
の

現
わ
れ
で
す
か
ち
、
適
切
な
管
理
を
や

り
ま
し
ょ
う
。

昭
和
3
9
年
庭
番
李
全
国

火
災
予
防
運
動
の
実
施

に
つ
い
て

火
災
予
防
思
想
の
普
及
に
つ
い
て

は
、
日
頃
格
別
の
御
配
意
を
願
っ
て
お

り
ま
す
が
、
火
災
発
生
件
数
は
、
年
々

激
増
を
示
し
、
さ
ら
に
火
災
に
よ
る
死

傷
者
も
ま
た
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
き
わ

め
て
憂
慮
に
た
え
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す。
本
年
も
密
の
火
災
多
発
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
左
記
に
よ
り
蕃
李
全
国
火
災

予
防
連
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
村
民

各
位
の
細
協
力
を
お
賄
い
し
ま
す
。

己

一
、
実
施
期
間

前
期
∴
聞
和
三
十
九
年
二
月
二
十

九
円
か
竺
一
基
ハ
甲
ま
で

（
主
と
し
て
特
殊
火
災
の
紡

止
に
重
点
を
お
く
）

後
期
　
三
月
七
日
か
ら
三
月
十
三

日
ま
で

二
、
重
点
目
標

の
小
さ
な
防
火
運
動
の
実
施

㈲
避
難
設
楯
の
点
検
瀧
備
及
び
墟

難
訓
紋
の
実
施

㈲
特
殊
火
災
の
防
止

㈲
薙
両
火
災
の
防
止

価
、
本
村
は
右
期
間
中
に
、
小
・

中
学
校
及
び
保
高
団
の
避
難
訓
練

と
各
家
庭
の
立
入
検
査
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
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あ
な
た
は
権
利
を

放
棄
し
て
い
ま
せ
ん
か

あ
な
た
は
権
利
を
放
棄

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
に
は
村
民
と
し

て
当
然
受
け
ら
れ
る
権
利

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

住
民
登
録
を
し
な
け
れ
ば

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
住
民
登
録
を
ま

だ
さ
れ
て
な
い
方
は
窒
息

役
場
住
民
係
で
手
続
き
し

て
下
さ
い
。

住
民
移
動
手
続
の

し
か
た

出
生
や
死
亡
、
怯
人
転
出
等
の
移
動

手
続
が
不
馴
れ
の
た
め
殆
ん
ど
の
人
は

役
場
に
何
度
も
鹿
毛
運
ば
れ
て
お
り
ま

す
が
、
次
に
移
動
チ
続
の
し
か
た
並
び

に
必
嬰
審
類
を
簡
雌
に
記
し
ま
す
の

で
、
熟
読
の
上
ど
ん
な
属
融
も
一
回
役

場
の
窓
口
に
来
れ
ば
す
む
よ
う
に
心
か

け
て
下
さ
い
。話

住
民
の
移
動
（
融
雪
死
亡
、
硬
入

転
出
）
に
は
必
ち
ず
住
蛙
移
動
眉
（

用
紙
は
部
落
区
長
愈
霧
所
ま
た
は
役
繊

受
付
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
て
区
長

の
認
印
壷
っ
て
下
さ
い
。
住
民
移
動

屈
の
擬
出
が
な
い
と
役
場
で
受
付
け
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

－
、
出
生
届
（
胡
坐
の
日
か
ら
十

四
日
以
内
に
賭
博
る
こ
と
）

の
村
内
で
生
れ
た
と
き

戸
籍
の
連
詩
請
と
同
時
に
的
っ

て
来
る
も
の

①
住
民
移
動
崩

②
妊
婦
毒
蛇

③
国
民
健
康
保
険
耽

④
配
給
通
帳
（
鹿
家
は
い
ち
な

い）

⑤
　
印
　
鑑

以
上
の
も
の
套
琴
の
上
役
甥
住

民
俵
で
手
璧
毒
し
て
下
さ
い
。

㊤
村
外
で
坐
れ
た
と
き

戸
籍
の
煙
霞
は
、
生
れ
た
市
町

村
役
場
に
す
る
が
、
そ
の
他
は
村
内

で
生
れ
た
と
き
と
同
じ
手
続
善
C

す。
二
、
死
亡
届
（
火
禁
績
用
料
七

8
円
）

の
村
内
で
死
亡
し
た
と
き

①
戸
籍
の
死
亡
届

⑤
住
民
移
動
庸

⑤
開
展
蝕
膝
傑
検
証
（
発
露
支

給
に
必
襲
）

④
配
給
通
帳
患
家
は
い
ち
な

い）
⑤
印
　
鑑

㈲
村
外
で
死
亡
し
た
と
き

戸
籍
の
死
亡
届
は
死
亡
地
の
市
町

村
役
親
に
出
す
が
、
他
の
も
の
は
本

村
役
掛
に
提
出
す
る
。

－
－
「
振
大
し
た
と
き

①
転
封
地
市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ

た
転
豊
明
蒔

⑧
住
民
移
動
橋

田
、
振
出
す
る
と
き

①
住
民
移
動
眉

④
配
給
通
肢

⑧
国
民
健
康
保
険
証

④
印
鑑

以
上
の
も
の
を
鎚
出
す
れ
ば
転
出

証
明
麓
を
発
行
し
ま
す
。

l
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、
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※
こ
の
記
事
は
切
取
っ
て
見
や
す
い

所
に
貼
っ
て
下
さ
い
。
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遠賀村役場の機構及び事務分掌

甲
国土
－i‾一一－一

国
［

田社会雑組、社会保蹄、瀦横越、募金、圃民生喜その他

I行政委員会i

由
人
事
給
与
、
結
合
企
画
、
条
例
規
則
、
消
筋
、
螺
蚕
、
選
挙
、

行
政
統
計
、
広
報
、
庁
内
蒋
理
、
渉
外

「
図
十
円由

掴
籍

～
田
1
円

予
兜
の
細
戚
及
び
執
行
、
地
方
交
付
説
、
蛤
施
館
理
、
契
約
締
結
、

用
度
、
そ
の
他
財
政
一
般

村
椀
の
賦
課
徴
収
、
納
税
組
合
、
固
定
質
感
鵡
価
簿
森
蛮
風
会
、

そ
の
他
説
一
般

来
訪
者
受
村
案
内
」
戸
籍
、
住
民
叢
録
、
外
人
鵜
錬
、
配
給
、
削
鑑

適
期
、
瀬
証
明
の
作
成
発
行
、
他
謀
係
え
の
窓
口
受
文
麿
の
と
り
つ

き
避
絶

田
同
氏
艇
熊
保
険
、
国
保
遭
習
協
議
会
、
保
雄
一
般
、
縞
塵
一
般

由

固
馴
田
圃
－
聞

氏
促
一
扱

麓
薬
の
近
代
化
、
坐
遵
指
沸
、
海
外
移
憶
等
農
林
前
座
の
飯
照

一
般
土
木
、
農
薬
土
木
等
土
木
に
関
す
る
雄
勝

1
日

四
囲
弱
国
園

圏

蘭

諸

国

園

国
圏
回
国
露
国
園

堅
固
悪
圃
園

「田⊥田園圏
簡
易
水
道
に
関
す
る
蘭
絨
一
般

課
内
予
算
執
行
、
そ
の
他
課
内
廉
務

金
銭
、
金
券
の
出
納
、
－
て
の
他
収
入
役
の
事
薮

農
薬
委
損
金
、
臓
風
浪
、
白
銅
談
合
、
整
地
一
般

宰
簸
教
習
、
社
会
敬
啓
、
公
民
館
活
動
一
般


